


 

◆◆
鋸
南
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
、
こ
ど
も
の

良
質
な
成
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
全
て

の
子
育
て
家
庭
に
対
し
て
、
多
様
な
働
き
方
及
び

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
ら
な
い
形
で
の
支
援

を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
令
和
８
年
度
か

ら
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
）
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
０
歳
６
か
月
か
ら
満
３
歳

未
満
で
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
こ
ど
も
を

対
象
と
し
、
月
一
定
時
間
ま
で
の
利
用
可
能
枠
の

中
で
、
就
労
要
件
を
問
わ
ず
時
間
単
位
で
柔
軟
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
の
基
準
を
踏

ま
え
、
条
例
の
制
定
を
す
る
も
の
。

令
和
７
年
９
月
の
定
例
会
を
、
９
月
２
日
か
ら

日
ま
で
の

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
が
１
件
、
財
産
の
取
得
が
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
が
１
件
、
水
道
事

業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
が
１
件
、
補
正
予
算
５
件
の
審
議
を
行
い
、
原
案
の
通
り
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
決
算
認
定
は
、
９
月
８
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
審
議
を
行
っ
た
結
果
、

全
員
賛
成
で
全
件
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
９
議
員
が
質
問
席
に
立
っ
た
。

補補正正予予算算等等をを可可決決

一
般
会
計
補
正
予
算

〈
主
な
内
容
〉

●
民
生
費

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
託

１
０
９
３
万
４
千
円

令
和
９
年
４
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
た

め
。

保
育
所
駐
車
場
整
備
工
事

２
５
１
９
万
円

保
育
所
の
前
に
あ
る
駐
車
場
の
舗
装
工
事
。

●
衛
生
費

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定
業
務
委
託

６
７
１
万
円

令
和
９
年
３
月
末
で
鋸
南
地
区
環
境
衛
生
組
合
が
解
散
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
令
和
９
年
度
か
ら
始
ま
る
一
般
廃
棄
物
の
ご

み
処
理
基
本
計
画
を
新
た
に
策
定
す
る
た
め
。

●
土
木
費

住
宅
取
得
奨
励
金

１
２
０
０
万
円

年
度
内
に
交
付
が
見
込
ま
れ
る
奨
励
金
の
認
定
額
が
当
初
予

算
額
に
達
し
、
予
算
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額
す
る
。

条
例
制
定

議
員
発
議

◆◆
国
に
お
け
る
２
０
２
６
年
度
教
育
予
算
拡
充

に
関
す
る
意
見
書

国
に
お
い
て
は
教
育
が
未
来
へ
の
先
行
投

資
で
あ
り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
十

分
な
教
育
を
保
障
す
る
事
が
国
民
の
共
通
し

た
使
命
で
あ
り
、
必
要
な
教
育
予
算
を
確
保

す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

◆
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す

る
意
見
書

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
責
任

を
持
つ
と
と
も
に
、
教
育
水
準
の
維
持
向
上

と
地
方
財
政
の
安
定
を
図
る
た
め
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

い
ず
れ
も
、
教
育
関
係
団
体
か
ら
提
出
さ

れ
た
義
務
教
育
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
要

望
を
採
択
し
た
。

条
例
の
制
定
（
議
案
第
１
号
）
に
つ
い
て

笹
生

あ
す
か
議
員

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
、
い
わ
ゆ
る
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
は
０
歳
６
か
月
か
ら
満
３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
対
象
で
、

家
庭
内
だ
け
で
な
く
社
会
と
つ
な
が
り
、
社
会
全
体
で
子
育
て

を
支
援
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
同
意
す
る
一
方
、
十
分
な
情
報

共
有
が
な
さ
れ
ず
に
、
子
ど
も
を
預
か
る
可
能
性
が
高
く
、
保

育
施
設
に
お
け
る
事
故
は
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
が
最
も
多
く
、

預
け
始
め
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。
１
ヵ
月
に

時
間
ま
で
と
い
う
制
限
で
、
定
期
利
用
す

る
と
し
て
も
、
子
ど
も
も
保
育
者
も
慣
れ
な
い
環
境
で
、
事
故

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
者
が
全
員
保
育
士
で
な
く
て
も
可
能
で
あ
っ
た

り
、
既
存
の
保
育
基
準
よ
り
も
ゆ
る
く
、
支
援
内
容
の
多
様
化

へ
の
対
応
な
ど
、
保
育
現
場
の
負
担
は
さ
ら
に
増
え
、
慣
れ
な

い
環
境
に
お
か
れ
る
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
と
共
に
、
双
方
に
と

っ
て
不
安
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
他
に
も
多
く
の
問
題
点
が
存
在

し
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
解
決
し
な
い
ま
ま
事

業
が
進
ん
で
い
く
こ
と
は
危
険
で
す
。

希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
、
質
の
確
保
さ
れ
た
保

育
を
保
障
で
き
る
よ
う
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
と
配
置
基
準
の

抜
本
的
改
善
を
行
い
、
拡
充
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
通
園
で
き

る
土
台
を
つ
く
る
こ
と
を
国
に
求
め
る
こ
と
を
要
望
し
、
反
対

の
討
論
と
し
ま
す
。

反反

対対

討討

論論

質質

疑疑

問

条
例
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
の

制
定
に
つ
い
て
、
鋸
南
町
の
保
育
所

は
、
条
例
に
準
拠
し
た
内
容
を
満
た
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
条
例
に
基
づ
い
た

設
備
や
運
営
に
つ
い
て
、
改
め
て
整
備

は
必
要
か
。

答答

鋸
南
町
の
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
整

備
、
運
営
等
、
本
条
例
の
要
件
を
満
た

し
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
に
整
備
等
は

必
要
な
く
、
実
施
が
可
能
で
す
。

問

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
託
の
業

者
選
定
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
は

な
く
、
入
札
に
し
た
理
由
は
。

答答

近
隣
市
町
村
等
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

価
格
帯
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
入
札
に
い
た

し
ま
し
た
。

要要
望望

業
者
を
選
定
す
る
際
は
、
価
格
も
あ

る
程
度
重
要
だ
が
、
業
者
の
提
案
な

ど
も
併
せ
て
総
合
的
に
判
断
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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反反

対対

討討

論論

一
般
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
５
号
）
に
つ
い
て

竹
田

和
明

議
員

一
般
会
計
補
正
予
算
反
対
の
理
由
は
、
住
宅
取
得
奨
励
金
の

補
正
１
２
０
０
万
円
の
増
額
に
反
対
だ
か
ら
で
す
。

住
宅
取
得
奨
励
金
の
目
的
は
、
人
口
減
少
対
策
と
定
住
促
進

で
す
。
こ
の
制
度
に
は
、
若
年
層
や
子
育
て
世
代
の
定
住
を
促

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う
意
義
、
効
果
が
期
待
で
き
、

目
的
に
沿
っ
た
制
度
だ
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で

大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
町
に
は
制
度
を
将
来
に

わ
た
り
継
続
し
て
い
く
だ
け
の
財
源
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
当
町
の
財
政
状
況
は
県
下
最
下
位
で
す
が
、
奨
励
金
は
高

額
で
す
。
将
来
の
継
続
可
能
性
が
な
い
制
度
に
、
さ
ら
に
１
２

０
０
万
円
も
予
算
を
増
額
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鋸
南
町

は
少
子
高
齢
化
が
顕
著
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
、
医
療
・
福
祉
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
予
算
は
足
り
て
い
ま
せ
ん
。
第
二
に
、

新
た
な
移
住
者
と
一
部
の
町
民
だ
け
が
大
き
な
恩
恵
を
受
け
る

増
額
補
正
は
公
平
性
を
欠
く
も
の
で
す
。
制
度
の
適
用
を
受
け

る
対
象
者
は
、
持
ち
家
を
持
て
る
だ
け
の
経
済
力
の
あ
る
人
た

ち
に
限
ら
れ
、
生
活
コ
ス
ト
の
上
昇
に
困
窮
す
る
人
々
は
対
象

と
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
第
三
に
、
未
だ
住
宅
取
得
奨
励
金
の
効

果
検
証
報
告
が
な
く
、
そ
の
効
果
の
持
続
性
に
は
疑
問
が
あ
り

ま
す
。
高
額
な
奨
励
金
で
一
時
的
に
数
人
の
移
住
者
を
受
け
入

れ
た
と
し
て
も
、
毎
年
の
人
口
減
少
は
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ

て
お
り
、
流
れ
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
効
果
の
認
め
ら
れ
な
い
制
度
に
補
正
予
算
を
組
む
こ

と
よ
り
も
、
仕
事
の
創
出
や
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
、
生
活

全
般
に
わ
た
る
町
の
魅
力
の
向
上
を
図
る
政
策
こ
そ
優
先
す
べ

き
課
題
で
す
。

住宅取得奨励金制度は
財政的に継続の
可能性に疑問

− 2−− 3−

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
９
議
員
が
質
問
席
に
立
っ
た
。
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◆◆
鋸
南
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
、
こ
ど
も
の

良
質
な
成
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
全
て

の
子
育
て
家
庭
に
対
し
て
、
多
様
な
働
き
方
及
び

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
ら
な
い
形
で
の
支
援

を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
令
和
８
年
度
か

ら
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
）
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
０
歳
６
か
月
か
ら
満
３
歳

未
満
で
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
こ
ど
も
を

対
象
と
し
、
月
一
定
時
間
ま
で
の
利
用
可
能
枠
の

中
で
、
就
労
要
件
を
問
わ
ず
時
間
単
位
で
柔
軟
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
の
基
準
を
踏

ま
え
、
条
例
の
制
定
を
す
る
も
の
。

令
和
７
年
９
月
の
定
例
会
を
、
９
月
２
日
か
ら

日
ま
で
の

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
が
１
件
、
財
産
の
取
得
が
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
が
１
件
、
水
道
事

業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
が
１
件
、
補
正
予
算
５
件
の
審
議
を
行
い
、
原
案
の
通
り
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
決
算
認
定
は
、
９
月
８
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
審
議
を
行
っ
た
結
果
、

全
員
賛
成
で
全
件
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
９
議
員
が
質
問
席
に
立
っ
た
。

補補正正予予算算等等をを可可決決

一
般
会
計
補
正
予
算

〈
主
な
内
容
〉

●
民
生
費

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
託

１
０
９
３
万
４
千
円

令
和
９
年
４
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
た

め
。

保
育
所
駐
車
場
整
備
工
事

２
５
１
９
万
円

保
育
所
の
前
に
あ
る
駐
車
場
の
舗
装
工
事
。

●
衛
生
費

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定
業
務
委
託

６
７
１
万
円

令
和
９
年
３
月
末
で
鋸
南
地
区
環
境
衛
生
組
合
が
解
散
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
令
和
９
年
度
か
ら
始
ま
る
一
般
廃
棄
物
の
ご

み
処
理
基
本
計
画
を
新
た
に
策
定
す
る
た
め
。

●
土
木
費

住
宅
取
得
奨
励
金

１
２
０
０
万
円

年
度
内
に
交
付
が
見
込
ま
れ
る
奨
励
金
の
認
定
額
が
当
初
予

算
額
に
達
し
、
予
算
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額
す
る
。

条
例
制
定

議
員
発
議

◆◆
国
に
お
け
る
２
０
２
６
年
度
教
育
予
算
拡
充

に
関
す
る
意
見
書

国
に
お
い
て
は
教
育
が
未
来
へ
の
先
行
投

資
で
あ
り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
十

分
な
教
育
を
保
障
す
る
事
が
国
民
の
共
通
し

た
使
命
で
あ
り
、
必
要
な
教
育
予
算
を
確
保

す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

◆
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す

る
意
見
書

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
責
任

を
持
つ
と
と
も
に
、
教
育
水
準
の
維
持
向
上

と
地
方
財
政
の
安
定
を
図
る
た
め
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

い
ず
れ
も
、
教
育
関
係
団
体
か
ら
提
出
さ

れ
た
義
務
教
育
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
要

望
を
採
択
し
た
。

条
例
の
制
定
（
議
案
第
１
号
）
に
つ
い
て

笹
生

あ
す
か
議
員

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
、
い
わ
ゆ
る
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
は
０
歳
６
か
月
か
ら
満
３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
対
象
で
、

家
庭
内
だ
け
で
な
く
社
会
と
つ
な
が
り
、
社
会
全
体
で
子
育
て

を
支
援
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
同
意
す
る
一
方
、
十
分
な
情
報

共
有
が
な
さ
れ
ず
に
、
子
ど
も
を
預
か
る
可
能
性
が
高
く
、
保

育
施
設
に
お
け
る
事
故
は
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
が
最
も
多
く
、

預
け
始
め
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。
１
ヵ
月
に

時
間
ま
で
と
い
う
制
限
で
、
定
期
利
用
す

る
と
し
て
も
、
子
ど
も
も
保
育
者
も
慣
れ
な
い
環
境
で
、
事
故

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
者
が
全
員
保
育
士
で
な
く
て
も
可
能
で
あ
っ
た

り
、
既
存
の
保
育
基
準
よ
り
も
ゆ
る
く
、
支
援
内
容
の
多
様
化

へ
の
対
応
な
ど
、
保
育
現
場
の
負
担
は
さ
ら
に
増
え
、
慣
れ
な

い
環
境
に
お
か
れ
る
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
と
共
に
、
双
方
に
と

っ
て
不
安
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
他
に
も
多
く
の
問
題
点
が
存
在

し
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
解
決
し
な
い
ま
ま
事

業
が
進
ん
で
い
く
こ
と
は
危
険
で
す
。

希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
、
質
の
確
保
さ
れ
た
保

育
を
保
障
で
き
る
よ
う
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
と
配
置
基
準
の

抜
本
的
改
善
を
行
い
、
拡
充
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
通
園
で
き

る
土
台
を
つ
く
る
こ
と
を
国
に
求
め
る
こ
と
を
要
望
し
、
反
対

の
討
論
と
し
ま
す
。

反反

対対

討討

論論

質質

疑疑

問

条
例
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
の

制
定
に
つ
い
て
、
鋸
南
町
の
保
育
所

は
、
条
例
に
準
拠
し
た
内
容
を
満
た
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
条
例
に
基
づ
い
た

設
備
や
運
営
に
つ
い
て
、
改
め
て
整
備

は
必
要
か
。

答答

鋸
南
町
の
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
整

備
、
運
営
等
、
本
条
例
の
要
件
を
満
た

し
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
に
整
備
等
は

必
要
な
く
、
実
施
が
可
能
で
す
。

問

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
託
の
業

者
選
定
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
は

な
く
、
入
札
に
し
た
理
由
は
。

答答

近
隣
市
町
村
等
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

価
格
帯
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
入
札
に
い
た

し
ま
し
た
。

要要
望望

業
者
を
選
定
す
る
際
は
、
価
格
も
あ

る
程
度
重
要
だ
が
、
業
者
の
提
案
な

ど
も
併
せ
て
総
合
的
に
判
断
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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反反

対対

討討

論論

一
般
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
５
号
）
に
つ
い
て

竹
田

和
明

議
員

一
般
会
計
補
正
予
算
反
対
の
理
由
は
、
住
宅
取
得
奨
励
金
の

補
正
１
２
０
０
万
円
の
増
額
に
反
対
だ
か
ら
で
す
。

住
宅
取
得
奨
励
金
の
目
的
は
、
人
口
減
少
対
策
と
定
住
促
進

で
す
。
こ
の
制
度
に
は
、
若
年
層
や
子
育
て
世
代
の
定
住
を
促

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う
意
義
、
効
果
が
期
待
で
き
、

目
的
に
沿
っ
た
制
度
だ
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で

大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
町
に
は
制
度
を
将
来
に

わ
た
り
継
続
し
て
い
く
だ
け
の
財
源
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
当
町
の
財
政
状
況
は
県
下
最
下
位
で
す
が
、
奨
励
金
は
高

額
で
す
。
将
来
の
継
続
可
能
性
が
な
い
制
度
に
、
さ
ら
に
１
２

０
０
万
円
も
予
算
を
増
額
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鋸
南
町

は
少
子
高
齢
化
が
顕
著
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
、
医
療
・
福
祉
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
予
算
は
足
り
て
い
ま
せ
ん
。
第
二
に
、

新
た
な
移
住
者
と
一
部
の
町
民
だ
け
が
大
き
な
恩
恵
を
受
け
る

増
額
補
正
は
公
平
性
を
欠
く
も
の
で
す
。
制
度
の
適
用
を
受
け

る
対
象
者
は
、
持
ち
家
を
持
て
る
だ
け
の
経
済
力
の
あ
る
人
た

ち
に
限
ら
れ
、
生
活
コ
ス
ト
の
上
昇
に
困
窮
す
る
人
々
は
対
象

と
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
第
三
に
、
未
だ
住
宅
取
得
奨
励
金
の
効

果
検
証
報
告
が
な
く
、
そ
の
効
果
の
持
続
性
に
は
疑
問
が
あ
り

ま
す
。
高
額
な
奨
励
金
で
一
時
的
に
数
人
の
移
住
者
を
受
け
入

れ
た
と
し
て
も
、
毎
年
の
人
口
減
少
は
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ

て
お
り
、
流
れ
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
効
果
の
認
め
ら
れ
な
い
制
度
に
補
正
予
算
を
組
む
こ

と
よ
り
も
、
仕
事
の
創
出
や
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
、
生
活

全
般
に
わ
た
る
町
の
魅
力
の
向
上
を
図
る
政
策
こ
そ
優
先
す
べ

き
課
題
で
す
。

住宅取得奨励金制度は
財政的に継続の
可能性に疑問

− 2−− 3−－ －
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令和７年第５回定例会 議議 決決 結結 果果
賛成「○」 反対「×」※議長は採決に加わりません

議議案案

番番号号

件件名名

（件名は一部省略）

鈴鈴
木木
議議
員員

緒緒
方方
議議
員員

青青
木木
議議
員員

大大
塚塚
議議
員員

竹竹
田田
議議
員員

早早
川川
議議
長長

笹笹
生生
議議
員員

秋秋
山山
議議
員員

柴柴
本本
議議
員員

中中
村村
議議
員員

篠篠
宮宮
議議
員員

東東
議議
員員

＜意見書について＞

発議案第１号 国における２０２６年度教育予算拡充に関する意見書（案） 可決 ○ ○ ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案第２号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書（案） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜条例の制定＞

議 案 第 １ 号
鋸南町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ × － × ○ ○ ○ ○ ○

＜財産の取得＞

議 案 第 ２ 号 ＧＩＧＡスクール関連備品一式 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜指定管理者の指定＞

議 案 第 ３ 号 鋸南町都市交流施設（株式会社共立ソリューションズ） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜令和７年度補正予算＞

議 案 第 ５ 号 鋸南町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 案 第 ６ 号 鋸南町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 案 第 ７ 号 鋸南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 案 第 ８ 号 鋸南町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 案 第 ９ 号 鋸南町水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜決算の認定＞

議 案 第 ４ 号 令和６年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０号

令和６年度鋸南町一般会計歳入歳出決算 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度鋸南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度鋸南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度鋸南町介護保険特別会計歳入歳出決算 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１１号

令和６年度鋸南町鋸南病院事業会計決算 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度鋸南町水道事業会計決算 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月臨時会 子育て応援商品券発行事業
７月臨時会は、７月１１日（金）会期を１日として開催されました。

「令和７年度鋸南町一般会計補正予算（第２号）について」議案が提出され可決されました。

１．補正概要

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受ける高校生相当年齢までの方（約５２０人）に対し、

町内で使用できる商品券（１人１万円）を配布することにより、町内の消費活動の促進ならびに町内

事業者の事業活動を支援。

２．補正内容 ７７００００万万４４千千円円増増額額

郵便料 ・・・１７万２千円 子育て応援商品券発行事業補助金 ・・・ ６８３万２千円

３．財源

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 ・・・ ６１８万４千円 財政調整基金繰入金 ・・・ ８２万円

− 4−− 5−
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で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
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備
蓄
品
の
う
ち
、
飲
料
水
・
食
料

等
は
、
旧
佐
久
間
小
学
校
に
備
蓄

し
て
あ
る
が
、
指
定
避
難
所
に
備
蓄
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

自
主
防
災
組
織
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
避
難
所
へ
の
迅
速
な
物
資

供
給
体
制
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

町
は
、
避
難
場
所
と
避
難
所
の
違

い
を
町
民
の
皆
さ
ん
が
理
解
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

避
難
場
所
と
避
難
所
の
違
い
に
つ

い
て
理
解
が
混
同
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
正
し
く
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

避
難
所
運
営
の
訓
練
に
つ
い
て
は

避
難
所
運
営
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
訓
練
を
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

自
主
防
災
組
織
が
各
地
区
に
あ
る

の
で
、
協
力
を
い
た
だ
き
避
難
所

運
営
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

役
場
本
庁
が
被
災
し
、
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
時
の
防
災
拠
点
の
代

替
施
設
の
整
備
だ
が
、
今
現
在
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

放
送
施
設
等
の
整
備
は
進
ん
で
い

な
い
状
況
で
す
。

計
画
に
は
あ
り
ま
す
が
、
白
紙
の

状
態
で
す
。

４
箇
所
の
代
替
施
設
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
は
１
箇
所
で
も
整

備
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

財
政
状
況
も
加
味
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問問

問問

問問

問問

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

避
難
所
の
開
設
は
、
施
設
の
安

全
性
を
確
認
し
た
う
え
で
開
設

を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
開
設
す
る

時
の
基
準
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る

の
か
。災

害
対
策
本
部
長
の
町
長
が
必

要
と
認
め
た
時
と
さ
れ
て
い

て
、
具
体
的
な
基
準
は
あ
り
ま
せ

ん
。
災
害
の
種
類
、
規
模
、
住
民
の

避
難
の
必
要
性
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、
開
設
し
て
い
ま
す
。

避
難
所
運
営
は
、
入
所
さ
れ
る

方
の
自
主
運
営
を
基
本
と
し

て
、
共
同
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
避
難
所
運
営

の
訓
練
を
避
難
所
ご
と
に
行
う
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
。

避
難
所
ご
と
に
様
々
な
状
況
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
避
難
所
ご

と
に
訓
練
を
し
、
様
々
な
想
定
を
し

な
が
ら
準
備
を
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問問問

問問

答答

鈴鈴木木
す ず き

辰辰也也
た つ や

議議員員

答答答答

問問

避避難難所所運運営営委委員員会会のの立立上上げげをを早早急急にに

今
後
の
整
備
計
画
は
。

問問

答答答答

答答

答答

防防
災災
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

答答

近近
年年
、、
気気
候候
変変
動動
にに
よよ
りり
、、
自自
然然
災災

害害
がが
激激
甚甚
化化
しし
、、
頻頻
発発
化化
しし
てて
いい
るる
。。

地地
域域
のの
防防
災災
力力
をを
高高
めめ
るる
たた
めめ
、、
住住

民民
をを
含含
めめ
地地
域域
がが
一一
丸丸
とと
なな
っっ
てて
防防
災災

活活
動動
にに
取取
りり
組組
むむ
必必
要要
がが
ああ
るる
。。

各地区の自主防災組織の協力をいただき
進めていきます

動画はこちら↓

答答

＊
避
難
場
所
と
避
難
所
の
違
い
＊

避避
難難
場場
所所

一
時
的
に
命
を
守
る
場
所

避避
難難
所所

一
時
的
に
生
活
を
送
る
場
所

− 4−− 5−

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
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町
内
道
路
は
経
年
劣
化
に
よ
る
破

損
箇
所
が
非
常
に
多
く
見
ら
れ
良

く
な
い
。
亀
裂
が
入
り
段
差
や
穴
が
あ

り
、
歩
き
づ
ら
い
状
態
だ
。

高
齢
化
が
進
み
、
つ
ま
ず
き
や
転

倒
、
ケ
ガ
や
骨
折
が
心
配
さ
れ
る
状
況

に
あ
る
が
、
今
年
度
の
実
施
計
画
の
現

況
は
ど
う
か
。

現
時
点
で
７
件
の
計
画
が
あ
り
ま

す
。
内
訳
は
道
路
改
良
工
事
が
２

件
、
排
水
整
備
工
事
が
３
件
、
道
路
補

修
工
事
が
１
件
、
河
川
の
閉
塞
対
策
工

事
が
１
件
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

年
度
が
変
わ
る
と
各
行
政
区
か
ら

道
路
整
備
等
の
要
望
が
出
て
く
る

と
思
わ
れ
る
が
、
昨
年
の
要
望
件
数
と

処
理
件
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

新
規
要
望
は

件
あ
り
、
処
理
件

数
は
５
件
で
す
。
翌
年
度
に
引
継

ぎ
件
数
は

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各

年
度
内
に
執
行
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。

道
路
補
修
工
事
は
損
傷
が
進
ま
な

け
れ
ば
職
員
に
よ
る
直
営
補
修
で

対
応
し
て
、
高
齢
者
な
ど
の
歩
行
に
差

し
さ
わ
り
が
出
て
も
工
事
発
注
は
し
な

い
の
か
。

問問

答答 道路改修については財源も含めて検討します

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

計計画画的的道道路路改改良良工工事事がが必必要要ででははなないいかか

上
、
住
民
に
不
安
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
例
え
ば
、
岩
井
袋
の
小
尾
越
（
お

び
こ
し
）
隧
道
に
は
照
明
が
な
い
。
前

後
、
入
口
付
近
に
も
外
灯
が
な
く
真
っ

暗
な
状
態
だ
。
住
民
の
安
全
対
策
上
、

早
急
に
対
処
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

ト
ン
ネ
ル
開
設
時
に
は
周
辺
に
住

宅
が
な
く
て
設
置
さ
れ
て
い
な
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
ト
ン
ネ

ル
内
の
照
明
な
ど
の
設
置
を
検
討
し
ま

す
。

道
路
の
劣
化
箇
所
が
非
常
に
多
く

応
急
処
置
補
修
で
ご
ま
か
さ
ず
に

高
齢
の
方
が
安
心
し
て
歩
け
る
よ
う

に
、
予
算
を
増
額
し
て
利
便
性
・
安
全

性
を
考
え
た
計
画
的
道
路
改
良
工
事
を

要
望
す
る
。

要要
望望

秋秋山山
あきやま

柳柳 三三
りゅうぞう

議議員員

答答

損
傷
が
進
ん
だ
か
、
ひ
び
割
れ

が
広
が
っ
た
場
合
は
追
加
補
修

の
方
法
で
検
討
し
ま
す
。

現
状
を
見
る
限
り
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
の
方
が
劣
化
が
激
し
く
て
歩
け
る

状
態
で
は
な
い
所
も
あ
る
が
、
こ
の

ま
ま
で
良
い
の
か
。

例
え
ば
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
よ
る
オ

ー
ル
カ
バ
ー
舗
装
な
ど
計
画
的
道
路

改
修
工
事
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

事
業
規
模
と
し
て
歩
行
者
の
少

な
い
場
所
よ
り
も
通
行
量
の
多

い
道
路
を
優
先
的
に
補
修
し
て
い
ま

す
。
道
路
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
財

源
を
含
め
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

近
隣
各
市
で
は
計
画
的
に
新
設

道
路
工
事
が
進
ん
で
い
る
な

か
、
当
町
で
は
平
成

年
以
降
は
行

わ
れ
て
い
な
い
が
、
公
共
事
業
と
し

て
考
え
て
も
ら
え
な
い
か
。

現
在
、
新
設
工
事
や
大
規
模
な

改
良
工
事
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
財
源
を
確
保
し
て
道
路
改
修
を

検
討
し
ま
す
。

道
路
関
連
問
題
と
し
て
ト
ン
ネ

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

ト
ン
ネ
ル
全
体
が
暗
く
安
全
対
策

答答答答答答 問問問問問問

問問答答 問問答答 道道
路路
改改
良良
工工
事事
にに
つつ
いい
てて

問問

年
以
上
も
闘
い
続
け
て
い
る
住

民
の
反
対
運
動
を
町
は
ど
う
考
え

る
か
。長

き
に
わ
た
り
、
反
対
運
動
を
続

け
て
来
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

ま
し
て
は
、
そ
れ
だ
け
の
懸
念
や
強
い

思
い
が
あ
る
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
ま

す
。

施
設
が
稼
働
し
た
ら
町
の
重
要
な

資
源
で
あ
る
自
然
環
境
や
観
光
が

守
れ
る
の
か
。

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

め
適
正
な
廃
止
措
置
が
な
さ
れ
、
有
効

な
跡
地
利
用
が
図
れ
る
様
に
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

年
、

年
先
と
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
達
が
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
と
し
て

の
最
重
要
課
題
で
す
。
「
環
境
の
保
全
」

と
「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
」

を
両
立
さ
せ
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
無
秩
序
な
開
発

が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
良
好
な
生
活
環

境
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
鋸
南
町
を
子
ど
も
や
孫
に

紡
ぎ
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、
風
評

被
害
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら

処
理
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
水
に

つ
い
て
、
町
独
自
で
も
水
質
検
査
を

行
い
、
こ
の
検
査
結
果
を
開
示
・
公

表
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
観
光
に
関
し
て
は
、
１
日

台

の
ダ
ン
プ
の
往
来
に
よ
る
道
路
渋

滞
、
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
に
よ
る
観
光

客
の
減
少
や
、
移
住
希
望
者
の
ち
ゅ

う
ち
ょ
な
ど
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。鋸

南
町
に
は
廃
止
措
置
さ
れ
て

い
な
い
採
石
場
が
数
箇
所
存
在

し
て
い
る
。
産
廃
処
分
場
な
ど
に
利

用
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
町
は
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。現

在
、
町
内
に
は
県
の
許
可
を

得
て
稼
働
し
て
い
る
採
石
場
が

２
箇
所
、
認
可
期
限
が
切
れ
、
廃
止

措
置
さ
れ
て
い
な
い
採
石
場
が
４
箇

所
あ
り
ま
す
。
県
で
は
採
石
法
に
基

づ
き
、
四
半
期
ご
と
に
６
箇
所
の
採

石
場
に
つ
い
て
、
立
ち
入
り
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
町
も
毎
回
同
行

し
、
現
地
の
状
況
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。

認
可
権
者
で
あ
る
県
に
対
し
て
、

採
石
法
に
基
づ
く
跡
地
の
緑
化
を
含

答答問問

問問

問問

答答 将来を担う子ども達が生涯にわたり

安心して暮らせるまちづくりを実現します

鋸鋸南南町町をを汚汚染染土土のの町町ににししなないいたためめににはは

青青木木
あ お き

悦悦子子
え つ こ

議議員員

問問

答答

答答

答答

（（土土））判判決決報報告告集集会会

問問 ふふ
るる
ささ
とと
のの
環環
境境
をを
守守
りり
抜抜
くく
たた

めめ
にに
はは
町町
民民
とと
行行
政政
がが
共共
にに
手手
をを

携携
ええ
るる
ここ
とと
がが
大大
切切
とと
考考
ええ
るる
がが

業業
者者
のの
汚汚
染染
土土
壌壌
処処
理理
業業
許許
可可
申申
請請

にに
対対
しし
、、
千千
葉葉
県県
はは
不不
許許
可可
のの
処処
分分
をを

しし
たた
。。
そそ
のの
後後
、、
業業
者者
はは
「「
不不
許許
可可
をを

取取
りり
消消
しし
、、
許許
可可
をを
出出
せせ
」」
とと
千千
葉葉
県県

をを
訴訴
ええ
たた
。。
そそ
のの
裁裁
判判
がが
約約
５５
年年
間間
続続

いい
たた
がが
、、
今今
年年
のの
５５
月月

日日
にに
棄棄
却却
、、

却却
下下
のの
判判
決決
がが
言言
いい
渡渡
ささ
れれ
、、
千千
葉葉
県県

がが
勝勝
訴訴
しし
たた
。。
しし
かか
しし
、、
業業
者者
はは
再再
びび

控控
訴訴
しし
たた
のの
でで
東東
京京
高高
裁裁
でで
改改
めめ
てて
裁裁

判判
がが
行行
わわ
れれ
るる
ここ
とと
とと
なな
っっ
たた
。。

− 6−− 7−

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

一一般般質質問問②②令令和和７７年年９９月月定定例例会会

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
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年
以
上
も
闘
い
続
け
て
い
る
住

民
の
反
対
運
動
を
町
は
ど
う
考
え

る
か
。長

き
に
わ
た
り
、
反
対
運
動
を
続

け
て
来
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

ま
し
て
は
、
そ
れ
だ
け
の
懸
念
や
強
い

思
い
が
あ
る
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
ま

す
。

施
設
が
稼
働
し
た
ら
町
の
重
要
な

資
源
で
あ
る
自
然
環
境
や
観
光
が

守
れ
る
の
か
。

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

め
適
正
な
廃
止
措
置
が
な
さ
れ
、
有
効

な
跡
地
利
用
が
図
れ
る
様
に
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

年
、

年
先
と
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
達
が
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
と
し
て

の
最
重
要
課
題
で
す
。
「
環
境
の
保
全
」

と
「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
」

を
両
立
さ
せ
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
無
秩
序
な
開
発

が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
良
好
な
生
活
環

境
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
鋸
南
町
を
子
ど
も
や
孫
に

紡
ぎ
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、
風
評

被
害
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら

処
理
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
水
に

つ
い
て
、
町
独
自
で
も
水
質
検
査
を

行
い
、
こ
の
検
査
結
果
を
開
示
・
公

表
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
観
光
に
関
し
て
は
、
１
日

台

の
ダ
ン
プ
の
往
来
に
よ
る
道
路
渋

滞
、
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
に
よ
る
観
光

客
の
減
少
や
、
移
住
希
望
者
の
ち
ゅ

う
ち
ょ
な
ど
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。鋸

南
町
に
は
廃
止
措
置
さ
れ
て

い
な
い
採
石
場
が
数
箇
所
存
在

し
て
い
る
。
産
廃
処
分
場
な
ど
に
利

用
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
町
は
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。現

在
、
町
内
に
は
県
の
許
可
を

得
て
稼
働
し
て
い
る
採
石
場
が

２
箇
所
、
認
可
期
限
が
切
れ
、
廃
止

措
置
さ
れ
て
い
な
い
採
石
場
が
４
箇

所
あ
り
ま
す
。
県
で
は
採
石
法
に
基

づ
き
、
四
半
期
ご
と
に
６
箇
所
の
採

石
場
に
つ
い
て
、
立
ち
入
り
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
町
も
毎
回
同
行

し
、
現
地
の
状
況
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。

認
可
権
者
で
あ
る
県
に
対
し
て
、

採
石
法
に
基
づ
く
跡
地
の
緑
化
を
含

答答問問

問問

問問

答答 将来を担う子ども達が生涯にわたり

安心して暮らせるまちづくりを実現します

鋸鋸南南町町をを汚汚染染土土のの町町ににししなないいたためめににはは

青青木木
あ お き

悦悦子子
え つ こ

議議員員

問問

答答

答答

答答

（（土土））判判決決報報告告集集会会

問問 ふふ
るる
ささ
とと
のの
環環
境境
をを
守守
りり
抜抜
くく
たた

めめ
にに
はは
町町
民民
とと
行行
政政
がが
共共
にに
手手
をを

携携
ええ
るる
ここ
とと
がが
大大
切切
とと
考考
ええ
るる
がが

業業
者者
のの
汚汚
染染
土土
壌壌
処処
理理
業業
許許
可可
申申
請請

にに
対対
しし
、、
千千
葉葉
県県
はは
不不
許許
可可
のの
処処
分分
をを

しし
たた
。。
そそ
のの
後後
、、
業業
者者
はは
「「
不不
許許
可可
をを

取取
りり
消消
しし
、、
許許
可可
をを
出出
せせ
」」
とと
千千
葉葉
県県

をを
訴訴
ええ
たた
。。
そそ
のの
裁裁
判判
がが
約約
５５
年年
間間
続続

いい
たた
がが
、、
今今
年年
のの
５５
月月

日日
にに
棄棄
却却
、、

却却
下下
のの
判判
決決
がが
言言
いい
渡渡
ささ
れれ
、、
千千
葉葉
県県

がが
勝勝
訴訴
しし
たた
。。
しし
かか
しし
、、
業業
者者
はは
再再
びび

控控
訴訴
しし
たた
のの
でで
東東
京京
高高
裁裁
でで
改改
めめ
てて
裁裁

判判
がが
行行
わわ
れれ
るる
ここ
とと
とと
なな
っっ
たた
。。
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で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
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で
の
配
布
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望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
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現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
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常
生
活
自
立
支
援
事
業
が
あ
り
ま
す
。

事
業
の
主
体
は
鋸
南
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
、
日
常
の
入
出
金
管
理
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

件
前
後

の
相
談
が
あ
り
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
認
知
症
支
援
の

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

は
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
だ
が
、
そ

の
配
置
・
活
動
状
況
は
ど
う
か
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
２
名

と
社
会
福
祉
協
議
会
に

名
配
置
さ

れ
、
在
宅
医
療
・
在
宅
看
護
・
訪
問
介

護
の
連
携
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
を
行
っ
て
お
り
、
民
生
委
員
や

議
員
、
町
職
員
な
ど

名
が
受
講
し
ま

し
た
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
認
知

症
当
事
者
や
そ
の
家
族
と
と
も
に
チ
ー

ム
（
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
）
を
組
み
、
行

事
の
開
催
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
高
齢

者
に
関
す
る
相
談
件
数
は
年
間

件
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
は

年
間
約

件
ほ
ど
で
す
。
現
在
の
成

年
後
見
制
度
利
用
者
数
は

名
ほ
ど

で
、
そ
の
普
及
が
進
ま
な
い
理
由

は
、
制
度
が
複
雑
な
こ
と
、
費
用
が

か
か
る
こ
と
、
ま
た
成
年
後
見
を
担

う
専
門
家
の
不
足
な
ど
が
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
、
成
年
後
見
人
と
な
り
得

る
人
材
を
増
や
そ
う
と
、
町
は
安
房

地
域
人
権
擁
護
中
核
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
鴨
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
市
民
後
見
人
の
養
成
講
座
を
開

設
し
ま
し
た
。
町
か
ら
は
今
年
７
名

受
講
し
、
１
年
か
ら
１
年
半
ほ
ど
の

実
務
経
験
を
経
て
市
民
後
見
人
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
成
年
後
見
制
度
よ
り
も
身

近
な
支
援
を
行
う
事
業
と
し
て
、
日

将将
来来
病病
気気
やや
介介
護護
状状
態態
にに
なな
っっ
てて
もも

安安
心心
しし
てて
地地
域域
でで
暮暮
らら
しし
てて
いい
けけ
るる
のの

かか
、、
不不
安安
のの
声声
をを
聞聞
くく
。。
第第

期期
老老
人人

福福
祉祉
計計
画画
とと
第第
９９
期期
介介
護護
保保
険険
事事
業業
計計

画画
がが
スス
タタ
ーー
トト
しし
１１
年年
半半
がが
経経
過過
、、
そそ

のの
実実
施施
状状
況況
やや
今今
後後
のの
課課
題題
をを
問問
うう
。。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催
状
況
や

相
談
窓
口
の
体
制
は
ど
う
か
。

地
域
ケ
ア
会
議
は
、
支
援
困
難
事

例
や
生
活
課
題
の
検
討
、
認
知
症

介
護
や
津
波
警
報
発
令
時
の
対
応
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、
推
進
会
議
を
年
２
回
、

ケ
ー
ス
会
議
を
随
時
開
催
し
て
い
ま

す
。総

合
相
談
窓
口
を
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

は
、
保
健
福
祉
課
、
鋸
南
病
院
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
も
連
携
し
て
相
談
者
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
な
る
と
、
福
祉
施
設
へ

の
入
所
契
約
や
、
財
産
の
管
理
な

ど
を
ひ
と
り
で
行
う
こ
と
が
難
し
く
な

り
、
ま
た
悪
質
商
法
の
被
害
リ
ス
ク
も

あ
る
。
認
知
症
や
成
年
後
見
制
度
に
関

す
る
相
談
対
応
実
績
は
ど
う
か
。

連携と支え合いを強化し取組みます

老老
人人
福福
祉祉
・・
介介
護護
保保
険険
事事

業業
のの
計計
画画
実実
施施
状状
況況

竹竹田田
た け だ

和和明明
かずあき

議議員員

老老後後のの生生活活はは持持続続可可能能かか

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

問問答答

ええ

問問答答問問

答答

問問

答答
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問問

防防
災災
・・
減減
災災
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

新たな取り組みを積極的に推進していきます

笹笹生生
さ そ う

ああすすかか 議議員員

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

戦戦後後８８００年年 新新たたなな平平和和推推進進事事業業をを

７
月

日
に
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ

沿
岸
の
地
域
に
は
避
難
指
示
が
出
て
、

多
く
の
方
々
が
避
難
し
て
い
た
。
「
も

っ
と
早
く
避
難
所
の
開
設
を
で
き
な
か

っ
た
の
か
」
な
ど
の
声
が
届
い
て
い

る
。
町
の
説
明
で
も
、
新
た
な
課
題
が

見
え
た
と
の
こ
と
だ
。

７
月

日
の
町
の
状
況
、
各
公
共

施
設
の
対
応
は
。

役
場
内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
情
報
収
集
、
県
と
の
連
絡
体

制
の
維
持
、
事
後
の
対
応
等
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
各
課
主
導
で

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
等
に
よ
る
海
水
浴
客

等
の
避
難
誘
導
、
災
害
弱
者
の
安
否
確

認
・
避
難
支
援
の
調
整
、
公
民
館
・
資

料
館
等
の
緊
急
閉
鎖
、
避
難
場
所
と
し

て
、
鋸
南
小
学
校
、
鋸
南
中
学
校
、
海

洋
セ
ン
タ
ー
等
、
各
公
共
施
設
の
開
放

を
行
い
ま
し
た
。

町
有
公
共
施
設
に
は
、
生
徒
・
児
童

介
護
施
設
利
用
者
、
海
水
浴
客
及
び
一

般
町
民
の
方
が
最
大
で
３
０
０
名
以
上

避
難
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

検
潮
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
、
警
報
が
早

期
に
注
意
報
に
引
き
下
げ
に
な
る
と
予

想
し
つ
つ
、
情
報
収
集
を
継
続
し
対
応

し
て
い
ま
し
た
が
、
予
想
に
反
し
て

注
意
報
以
下
に
引
き
下
げ
に
な
ら

ず
、

時

分
の
段
階
で
役
場
本
庁

と
、
す
こ
や
か
を
避
難
所
開
設
し
ま

し
た
。

時

分
頃
に
津
波
注
意
報

に
切
り
替
わ
り
、
避
難
指
示
を
海
岸

部
に
変
更
し
、
避
難
所
を
閉
鎖
し

て
、
通
常
の
情
報
収
集
・
警
戒
体
制

に
移
行
し
ま
し
た
。

「
避
難
場
所
」
と
「
避
難
所
」
を

混
同
し
て
い
る
人
が
多
い
と
感

じ
る
。
違
い
を
広
報
等
で
周
知
し
て

欲
し
い
が
ど
う
か
。

町
も
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

ま
す
。
避
難
場
所
は
、
一
時
的

に
避
難
す
る
と
こ
ろ
、
避
難
所
は
、

し
ば
ら
く
生
活
す
る
と
こ
ろ
と
い
う

こ
と
を
広
報
等
で
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

町
内
の
戦
争
遺
跡
・
遺
物
の
管

理
等
の
現
状
は
ど
う
か
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
戦
争

末
期
の
本
土
決
戦
に
備
え
、
当

時
、
こ
の
地
に
配
属
さ
れ
た
部
隊
が

築
い
た
「
勝
山
・
岩
井
袋
の
特
攻
艇

格
納
壕
」
が
あ
り
、
大
黒
山
、
八
幡

山
、
岩
井
袋
港
周
辺
に
そ
の
壕
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
市
部
瀬
の
惨

劇
」
に
つ
い
て
は
「
明
日
の
鋸
南
町
を

考
え
る
会
」
の
皆
様
が
中
心
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
に
も
理
解
し
や
す
い
よ
う

紙
芝
居
を
作
成
し
、
伝
承
活
動
を
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
戦
争
遺
跡
は
す
べ
て
個
人
所
有

地
に
所
在
し
、
町
が
直
接
管
理
し
て
い

ま
せ
ん
。
伝
承
活
動
に
つ
い
て
も
一
部

の
団
体
や
個
人
の
熱
意
に
大
き
く
依
存

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
体
系
的

な
保
存
や
情
報
集
約
の
仕
組
み
は
十
分

と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

記
録
と
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
、
平
和
推
進
事
業
と
し
て
、
新

た
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

町
と
し
て
も
、
新
た
な
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。
放

課
後
子
ど
も
教
室
で
「

年
目
の
戦
跡

巡
り
」
を
土
曜
特
別
教
室
と
し
て
実
施

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
、
公
民
館
事

業
に
て
、
ア
ー
ト
、
音
楽
、
講
演
、
研

修
な
ど
の
企
画
を
通
じ
て
、
平
和
の
尊

さ
を
学
べ
る
新
た
な
機
会
づ
く
り
も
模

索
し
て
い
く
考
え
で
す
。

問問答答

問問答答戦戦
争争
遺遺
跡跡
とと
平平
和和
のの
文文
化化
をを
継継

承承
すす
るる
たた
めめ
にに

答答

問問答答

問問

答答
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災害有事に情報共有の体制を整備

大大塚塚
おおつか

昇昇
のぼる

議議員員

地地域域防防災災危危機機管管理理のの取取組組ににつついいてて

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

県
職
員
の
早
期
派
遣
体
制
へ
の
当

町
の
対
応
と
現
状
は
。

当
町
に
、
災
害
の
発
生
や
可
能
性
が

高
い
と
判
断
し
た
ら
安
房
地
域
振

興
事
務
所
か
ら
情
報
連
絡
員
が
派
遣
さ

れ
ま
す
。
先
般
の
津
波
警
報
で
は
１
名
が

本
町
に
派
遣
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

県
へ
の
災
害
情
報
の
連
絡
報
告
は
、
県

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
で
行
う
が
、
実
際
の

状
況
補
足
や
周
辺
情
報
が
必
要
と
な

り
、
連
絡
調
整
業
務
を
行
い
ま
す
。

大
災
害
、
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
、
津

波
注
意
警
報
、
東
海
地
震
注
意
報
、
土

砂
災
害
警
戒
・
氾
濫
危
険
情
報
な
ど
、
千

葉
県
地
域
防
災
計
画
に
よ
り
県
本
庁
か

ら
も
、
現
状
認
識
共
有
の
た
め
情
報
連
絡

員
が
派
遣
さ
れ
て
来
ま
す
。

先
般
の
津
波
警
報
で
、
海
水
浴

場
の
遊
泳
者
達
へ
の
情
報
伝
達

と
そ
の
避
難
状
況
は
。

各
監
視
所
に
、
防
災
行
政
無
線
の

戸
別
受
信
機
を
設
置
し
て
お
り
、

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が
手
続
き
に
従
い
津

波
避
難
場
所
に
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。誘

導
し
た
の
は
、
鱚
ケ
浦
海
水
浴
場

の
臨
海
学
校
の
児
童
を
中
心
に
、

名

ほ
ど
が
避
難
場
所
の
妙
本
寺
に
避
難
し

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
遊
泳
者
へ
の
情
報

連
絡
と
避
難
対
応
は
、
円
滑
に
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

遠
隔
地
か
ら
の
津
波
は
、
時
間

的
に
も
通
信
や
交
通
に
も
余
裕

が
あ
る
が
、
東
海
地
震
で
は
、
津
波

は
す
ぐ
に
来
襲
す
る
が
、
津
波
避
難

行
動
に
関
し
て
、
ど
ん
な
啓
発
活
動

を
し
て
い
る
か
。

短
時
間
で
津
波
が
到
達
す
る
地

震
は
、
避
難
指
示
を
待
つ
こ
と
な

く
迅
速
か
つ
自
主
的
に
判
断
し
、
率
先

し
て
地
域
住
民
と
協
力
し
て
避
難
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

広
報
に
よ
る
防
災
記
事
や
談
話
な
ど

の
掲
載
や
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
浸
水

予
測
や
避
難
経
路
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
、
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

佐
久
間
川
の
危
機
管
理
型
水
位
計

等
の
現
状
は
。

川
の
中
流
の
和
見
橋
付
近
の
河
床
位

置
が
、
海
抜
３

で
、
潮
位
変
動
の

影
響
が
少
な
く
監
視
に
適
し
て
い
る
た

め
、
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
型
は

分
毎
に
計
測
送
信
し
蓄
電
池
も
有
し
て
い

ま
す
。
危
機
管
理
型
は
平
時
は
一
日
一
回

の
計
測
で
、
設
定
値
を
超
え
る
と
継
続
的

に
行
い
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
映
像
も
太
陽

電
池
等
で
送
信
さ
れ
「
川
の
防
災
情
報
」

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

問問答答

問問答答問問答答

問問答答

災災
害害
時時
のの
初初
動動
配配
備備
やや

情情
報報
連連
絡絡
のの
体体
制制
にに
つつ
いい
てて

今今
年年
のの
夏夏
はは
熱熱
中中
症症
警警
戒戒
アア
ララ
ーー
トト

がが
多多
発発
ささ
れれ
、、
局局
地地
的的
にに
線線
状状
降降
水水
帯帯

にに
よよ
るる
集集
中中
豪豪
雨雨
洪洪
水水
がが
ああ
りり
、、
地地
球球

規規
模模
でで
はは
、、
火火
山山
がが
大大
規規
模模
噴噴
火火
しし
てて

いい
るる
。。

気気
象象
庁庁
はは
、、
異異
常常
気気
象象
のの
予予
測測
技技
術術

をを
向向
上上
ささ
せせ
警警
戒戒
シシ
スス
テテ
ムム
をを
強強
化化
しし

てて
おお
りり
、、
各各
自自
治治
体体
もも
地地
域域
防防
災災
対対
策策

のの
向向
上上
をを
図図
っっ
てて
いい
るる
。。

問問

答答

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

【【
河河
川川
】】
佐
久
間
川
の
「
浚
渫

（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
・
竹
伐
採
を
実

施
す
る
場
所
と
時
期
」
に
つ
い
て
、
県

の
回
答
は
ど
う
な
っ
た
か
。

今
年
度
は
、
中
佐
久
間
の
長
井
橋

周
辺
を
、
来
年
度
以
降
に
赤
伏
橋

と
上
佐
久
間
の
川
久
保
橋
周
辺
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

河
川
の
氾
濫
防
止
に
は
、
行
政
と

住
民
に
よ
る
日
常
点
検
が
必
要
と

考
え
る
。
「
河
川
一
斉
清
掃
の
再
開
検

討
会
」
へ
の
行
政
の
参
画
を
要
請
す

る
。

中
佐
久
間
・
上
佐
久
間
の
日
程
に

合
わ
せ
て
参
画
し
、
課
題
解
決
に

向
け
て
協
議
し
ま
す
。

問問

【【
道道
路路
】】
住
民
か
ら
の
町
道
補

修
申
請
に
対
す
る
行
政
の
工
事

進
捗
状
況
を
、
定
期
的
に
区
長
会
で

報
告
し
協
議
い
た
だ
け
な
い
か
。

区
長
が
住
民
の
方
々
に
説
明
で

き
る
様
に
、
毎
年
度
当
初
の
区

長
会
で
資
料
を
提
供
し
、
今
後
の
対

応
を
協
議
し
ま
す
。

【【
水水
道道
】】
令
和
８
年
４
月
安
房

地
域
水
道
管
理
の
統
合
（
鋸

南
・
館
山
・
南
房
総
・
鴨
川
）
に
伴

う
、
諸
課
題
に
対
す
る
住
民
説
明
会

を
開
催
で
き
な
い
か
。

統
合
か
ら
５
年
後
に
料
金
統
一

を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
に
行
く
段
階
の
時
に

は
、
住
民
説
明
会
が
必
要
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

【【
施施
設設
】】
旧
佐
久
間
小
の
体
育

館
と
プ
ー
ル
の
解
体
予
定
は
。

今
後
の
利
用
計
画
が
定
ま
っ
て

お
ら
ず
未
定
で
す
。
な
お
、
地

元
有
志
が
利
活
用
に
つ
い
て
合
意
形

成
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る

上
で
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問問

答答 前期基本計画と同様、バランス重視で

答答

後後期期総総合合計計画画はは、、

「「雇雇用用・・イインンフフララ・・医医療療」」をを柱柱にに

中中村村
なかむら

基基
もとい

議議員員

問問答答

問問 答答

後
期
基
本
計
画
は
、
前
期
の
成
果

と
課
題
を
町
民
と
共
有
し
、
か
つ

将
来
に
向
け
、
「
雇
用
・
イ
ン
フ
ラ
・

医
療
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
政
策
を
展
開

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

基
本
構
想
で
決
め
た
将
来
像
や
目

標
を
継
承
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
施
策
展
開
が
必
要
で
あ
り
、
急
激
な

方
向
転
換
は
現
実
的
で
な
い
と
考
え
ま

す
。
但
し
、
今
回
提
案
の
政
策
は
重
要

で
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
自
体
を
ご
存
じ
な
い
方

も
多
く
、
ま
た
、
途
中
段
階
で
住

民
参
画
す
る
場
も
な
い
。
勝
山
、
佐
久

間
、
保
田
地
区
毎
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
説
明
と
、
ま
ち
の
将
来
に
つ
い

て
の
議
論
の
場
を
設
け
、
計
画
に
活
か

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

後
期
基
本
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
厳
し
く
、
各
地
区
で
の
意
見
交

換
会
開
催
は
困
難
で
す
。
次
期
の
総
合

計
画
や
他
の
計
画
を
作
る
際
に
、
そ
の

手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

答答

鋸鋸
南南
町町
のの
将将
来来
をを
見見
据据
ええ
たた

イイ
ンン
フフ
ララ
老老
朽朽
化化
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

昭昭
和和
期期
整整
備備
のの
イイ
ンン
フフ
ララ
更更
新新
がが
迫迫
るる

中中
、、
財財
政政
・・
人人
材材
制制
約約
をを
踏踏
まま
ええ
、、
上上
下下

水水
道道
とと
施施
設設
更更
新新
のの
進進
捗捗
管管
理理
及及
びび
河河
川川

・・
道道
路路
のの
地地
域域
協協
働働
にに
よよ
るる
維維
持持
管管
理理
体体

制制
のの
構構
想想
をを
問問
うう
。。

答答

鋸鋸
南南
町町
総総
合合
計計
画画
にに
つつ
いい
てて

問問問問

問問問問 答答答答
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で
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配
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を
望
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で
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で
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で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

【【
河河
川川
】】
佐
久
間
川
の
「
浚
渫

（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
・
竹
伐
採
を
実

施
す
る
場
所
と
時
期
」
に
つ
い
て
、
県

の
回
答
は
ど
う
な
っ
た
か
。

今
年
度
は
、
中
佐
久
間
の
長
井
橋

周
辺
を
、
来
年
度
以
降
に
赤
伏
橋

と
上
佐
久
間
の
川
久
保
橋
周
辺
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

河
川
の
氾
濫
防
止
に
は
、
行
政
と

住
民
に
よ
る
日
常
点
検
が
必
要
と

考
え
る
。
「
河
川
一
斉
清
掃
の
再
開
検

討
会
」
へ
の
行
政
の
参
画
を
要
請
す

る
。

中
佐
久
間
・
上
佐
久
間
の
日
程
に

合
わ
せ
て
参
画
し
、
課
題
解
決
に

向
け
て
協
議
し
ま
す
。

問問

【【
道道
路路
】】
住
民
か
ら
の
町
道
補

修
申
請
に
対
す
る
行
政
の
工
事

進
捗
状
況
を
、
定
期
的
に
区
長
会
で

報
告
し
協
議
い
た
だ
け
な
い
か
。

区
長
が
住
民
の
方
々
に
説
明
で

き
る
様
に
、
毎
年
度
当
初
の
区

長
会
で
資
料
を
提
供
し
、
今
後
の
対

応
を
協
議
し
ま
す
。

【【
水水
道道
】】
令
和
８
年
４
月
安
房

地
域
水
道
管
理
の
統
合
（
鋸

南
・
館
山
・
南
房
総
・
鴨
川
）
に
伴

う
、
諸
課
題
に
対
す
る
住
民
説
明
会

を
開
催
で
き
な
い
か
。

統
合
か
ら
５
年
後
に
料
金
統
一

を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
に
行
く
段
階
の
時
に

は
、
住
民
説
明
会
が
必
要
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

【【
施施
設設
】】
旧
佐
久
間
小
の
体
育

館
と
プ
ー
ル
の
解
体
予
定
は
。

今
後
の
利
用
計
画
が
定
ま
っ
て

お
ら
ず
未
定
で
す
。
な
お
、
地

元
有
志
が
利
活
用
に
つ
い
て
合
意
形

成
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る

上
で
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問問

答答 前期基本計画と同様、バランス重視で

答答

後後期期総総合合計計画画はは、、

「「雇雇用用・・イインンフフララ・・医医療療」」をを柱柱にに

中中村村
なかむら

基基
もとい

議議員員

問問答答

問問 答答

後
期
基
本
計
画
は
、
前
期
の
成
果

と
課
題
を
町
民
と
共
有
し
、
か
つ

将
来
に
向
け
、
「
雇
用
・
イ
ン
フ
ラ
・

医
療
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
政
策
を
展
開

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

基
本
構
想
で
決
め
た
将
来
像
や
目

標
を
継
承
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
施
策
展
開
が
必
要
で
あ
り
、
急
激
な

方
向
転
換
は
現
実
的
で
な
い
と
考
え
ま

す
。
但
し
、
今
回
提
案
の
政
策
は
重
要

で
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
自
体
を
ご
存
じ
な
い
方

も
多
く
、
ま
た
、
途
中
段
階
で
住

民
参
画
す
る
場
も
な
い
。
勝
山
、
佐
久

間
、
保
田
地
区
毎
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
説
明
と
、
ま
ち
の
将
来
に
つ
い

て
の
議
論
の
場
を
設
け
、
計
画
に
活
か

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

後
期
基
本
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
厳
し
く
、
各
地
区
で
の
意
見
交

換
会
開
催
は
困
難
で
す
。
次
期
の
総
合

計
画
や
他
の
計
画
を
作
る
際
に
、
そ
の

手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

答答

鋸鋸
南南
町町
のの
将将
来来
をを
見見
据据
ええ
たた

イイ
ンン
フフ
ララ
老老
朽朽
化化
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

昭昭
和和
期期
整整
備備
のの
イイ
ンン
フフ
ララ
更更
新新
がが
迫迫
るる

中中
、、
財財
政政
・・
人人
材材
制制
約約
をを
踏踏
まま
ええ
、、
上上
下下

水水
道道
とと
施施
設設
更更
新新
のの
進進
捗捗
管管
理理
及及
びび
河河
川川

・・
道道
路路
のの
地地
域域
協協
働働
にに
よよ
るる
維維
持持
管管
理理
体体

制制
のの
構構
想想
をを
問問
うう
。。

答答

鋸鋸
南南
町町
総総
合合
計計
画画
にに
つつ
いい
てて

問問問問

問問問問 答答答答
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【総務企画課】

問 職員研修委託の内容と参加人数は。

答答 合計７３名が管理職研修、一般職研修を通して

仕事への向き合い方、問題点・解決策について

グループ研修を行いました。

問 まちづくり支援金の利用団体数は。

答答 ２団体です。

問 公有財産管理データ作成業務委託の具体的内

容は。

答答 今まで紙やエクセル管理していたものをシステ

ム化する前段階としてデータ化し、地図上での

表示を可能とすることで、住宅地図と番地の照

合作業が不要となりました。

【税務住民課】

問 個人住民税の減少の理由は。

答答 物価高騰に対する国の定額減税

によるもので、一時的な現象です。

問 新婚生活支援補助金２世帯は

移住してきた方か。

答答 ２世帯とも、移住された方です。

問 固定資産税が増えた理由は。

答答 償却資産（機械設備）新規増加１２社及び高額

設備の改修が２社あったためです。

決算概要

区分 歳入 歳出 実質収支額

一般会計 ５１億５，８１８万円 ４８億１，２７１万円 ２億９，１１４万円

特別会計（国保他） ２７億５，１０６万円 ２６億６，７６６万円 ８，３４０万円

合計 ７９億０，９２４万円 ７４億８，０３７万円 ３億７，４５４万円

総額７５億円 令和６年度決算を認定
令和６年度一般会計、特別会計などについて議員選出の監査委員を除く議員全員で構成する決算審査特別委員会

（笹生あすか委員長）で審査し、採択を行った結果、全ての決算を原案通り認定すべきものと決定しました。

採決を行った結果、全ての予算を原案の通り可決すべきものと決定しました。

【保健福祉課】

問 成年後見制度申立ては、令和６年が２件の実績

と一般質問での答弁だったが、手数料が決算計

上されてない理由は。

答答 高齢者と障害者は別の予算をとっており、障害

者は申立てがありませんでした。高齢者分は介

護保険特別会計で支出しています。

問 老人福祉センター「笑楽の湯」時間延長に係る

費用が抑えられている要因は。

答答 会計年度任用職員の不足もあり、一部、職員

で業務の対応をしたことによるものです。

一般会計決算の主な質疑

実質収支額：歳入額から歳出額を差し引いた額（形式収支）から翌年度に繰り越す財源を差し引いた額です。

（翌年度に繰り越す財源は、５，４３３万円です。）

令和６年度一般会計歳出別内訳

総務費

億 万円

％

民生費

億 万円

％

衛生費

億 万円

％

農林水産費

億 万円

％

商工費

億 万円

％

土木費

億 万円

％

教育費

億 万円

％

消防費

万円

％

公債費

億 万円

％

議会費

万円

％

諸支出金

億 万円

％

支出（歳出）４８億１，２７１万円

庁舎空調改修工事や振り仮名

対応等の戸籍システムの改修、

バスの運行費用等にかかった

お金

高齢者・障害者福祉

や子育て支援等に

かかったお金

ごみ処理施設負担金、

がん検診や水道会計、

病院会計への繰出金

【地域振興課】

問 森林環境整備補助金の項目が

なくなっているが、

実績がなかったのか。

答答 令和６年度は実績がありませんでした。

問 実績がないのであれば、使いやすいように見直

しが必要ではないか。

答答 森林の多面的な機能の発揮を目的とした事業の

支援に加え、国産の木材等を活用した事業に対

する支援も、森林環境譲与税の活用に繋がるの

で、普及に努めてまいります。

問 観光物産センター改修設計業務委託の内容と

は。

答答 令和５年度からの繰越事業であり、設計を進め

る中で、地質調査等が必要となり追加しました。

外観や店舗前の改修を中心とした工事を実施す

るための設計業務です。

問 狩猟免許取得促進事業補助金の申請件数は。

答答 ２件です。

問 既に免許を取得されている方が一緒に活動でき

るような方向性を考えているか。

答答 昨年度は罠の設置方法や捕獲方法の講習を行な

いましたが、その際、有害鳥獣対策協議会を通じ

て、広報周知を行っております。

問 嶺岡林道維持管理費負担金の協議会活動内容と

頻度は。

答答 協議会は、鴨川市・南房総市・鋸南町の３市町で

構成されており、年２回の幹事会と総会及び維

持管理として林道全体の側溝清掃や木の伐採等

の工事発注を行っています。

【教育課】

問 学童保育、幼稚園一時預かりが

民間委託となったが、現在どういう状態か。

答答 受託者と都度協議を行い、スタッフも増員して全

体的には安定した運営状況です。今後はスタッフ

のスキルアップを図ると共に、受託者が企画・立

案したイベントや、道の駅保田小学校などとも連

携した企画など、満足度をあげていきたいと考え

ています。

【建設水道課】

問 一般廃棄物処理施設整備事業負担金の地元対策

と整備事業の内容は。

答答 水処理センターに係る、し尿処理施設建設事業の

地元対策として、農道整備に５６９万円、南房総

市で建設中の中継処理施設建設に係る負担金と

して１，１４９万円となっています。

【介護保険特別会計】

問 地域密着型介護サービスにおいて、

新規入所者数が減った理由は。

答答 居宅介護、在宅支援を受ける方の

認定が多かったことによるものと

考えています。

問 希望しているのに入所が不可だったのか、入所で

きるが居宅介護によるサービスを受ける人が多か

ったのか。

答答 入所待機者はいないと認識しています。

【鋸南病院事業会計】

問 固定資産の現物は棚卸をしているか。

答答 備品の保管状況は鋸南病院と共に確認していま

す。

問 企業債残高が１億２，７００万円あるが、赤字の

経営状況下で、毎年返済に対する借入が膨らむこ

とが予想されるがどうか。

答答 企業債の借り入れは、医療機器や設備改修目的に

行いますが、単年度に事業負担するより、複数年

度に渡り、借りて返済する形をとり財政負担の平

準化を図っています。
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９月 ３日 第５回定例会２日目

９月 ４日 第５回定例会３日目

９月 ８日 決算審査特別委員会

９月１１日 産業常任委員会協議会

９月１２日 第５回定例会最終日

９月２４日 議会広報特別委員会

１０月 ２日 議会広報特別委員会協議会

７月１１日 第４回臨時会

７月２２日 南房総政策研究会

７月３１日 千葉県町村議会議員研修会

８月１４日 議員全員協議会

８月２６日 議会運営委員会

９月 ２日 第５回定例会開会

～～
編編
集集
後後
記記
～～ 

 議
会
の
日
誌 

７月３１日千葉市にて千葉県町村議会議員研修会が行われました。

「令和の米騒動」関連で、メディアに多数出演の東京大学大学院特任教授の鈴木宣弘氏の「今後の食糧

情勢と日本農業の課題」と、気象予報士の黒木愛子氏の「気候変動・異常気象とこれからの防災・減災対

策～災害リスクを回避するための天気予報の見方・聞き方・活かし方～」の講演を聞き勉強してきました。

日本の農業が

危ない！

保
田
地
区
祭
礼
も
終
わ
り
、
厳
し
い
暑

さ
も
和
ら
い
で
秋
の
雰
囲
気
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
も
地
元
芝
台
区
の
祭
礼

に
参
加
し
ま
し
た
。

祭
礼
に
参
加
し
、
各
地
域
は
様
々
な
問

題
を
抱
え
な
が
ら
祭
礼
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
保
田
神
社
で
行
わ

れ
る
各
地
区
の
青
年
会
長
の
挨
拶
で
は

「
今
回
で
青
年
会
長
を
二
回
目
で
す
。」

「
三
回
目
で
す
。」
と
言
う
声
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
人
数
の
減
少
、
少
子

化
に
よ
る
次
世
代
へ
の
伝
承
が
難
し
い

な
ど
が
特
に
大
き
な
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
地
方
が
抱
え
る
人
口
減
少
問

題
、
少
子
高
齢
化
問
題
の
現
れ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

令
和
６
年
度
は
子
育
て
支
援
、
高
齢
者

支
援
等
に
決
算
総
額
の
う
ち
、
約

億

円
、
約

％
使
わ
れ
ま
し
た
。

祭
礼
は
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で

が
顔
を
合
わ
せ
る
重
要
な
行
事
だ
と
思

い
ま
す
。
伝
統
文
化
、
伝
統
行
事
を
次
の

世
代
に
継
承
す
る
為
に
も
、
鋸
南
町
が
抱

え
る
人
口
減
少
問
題
、
少
子
高
齢
化
問
題

が
最
重
要
課
題
と
祭
礼
に
参
加
し
て
再

認
識
致
し
ま
し
た
。

（
篠
宮

真
樹
）


